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今回の展示について

み春野の山の秋風小夜ふけて
ふるさと寒-衣打つなり

京都轟壇の森本一洋さんが遺した代表作｢遠砧｣に

題をいただdJ.触蒐されている裸に'初めての金高である展示室の全体を茶事に招かれたと-を想定して､寄付から送-出しの取-Aロわせにしてみた-なりました｡

茶事の形式もいろいろあります｡その中で'草庵で

の柁び茶の基本とされている｢炉-正午の茶事｣　の重厚な逮具だてです｡展示室とのかねあいから右往左往されま-ようが､ご寛恕いたヾいてご覧-ださいo
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